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Ⅳ．総目次（1982～2011） 

 

 一橋大学スポーツ科学研究室に所属するスタッフを中心に進めてきている共同研究。その活動の

年次記録であり、研究の成果である『研究年報』の第 1 号が発行されたのが 1982 年。今回の発行

で 30 号、つまり、30 年という節目を迎える。学内予算によらず、スポーツ科学研究室のスタッフ

の自主的な取り組みとして継続して発行されてきたものであるが、これを機会に、これまでの『研

究年報』、『一橋大学スポーツ研究』の目次を以下に掲げることにした。  

30 年という時間の経過の中で「転換点」ともいえるものがいくつかあった。ひとつは、名称変更

である。第 1 号（1982）から第 21 号（2002）までは『研究年報』であったが、第 22 号（2003）

から『一橋大学スポーツ研究』となった。「卖なる『研究年報』では発行主体も内容も伝わりにく

い」、等の議論を経ての変更であった（なお、この小文では、便宜上、「第～号」という表記を用い

ているが、通巻番号を付すようになったのは、この第 22 号（2003）からである）。もうひとつは、

第 23 号（2004）から装丁を変え、カラー化した。同時に、英文の目次を裏表紙に記載しはじめた。  

外部との関係でいえば、他大学等の研究機関各所に寄贈してきたが、第 22 号（2003）から国会

図書館に寄贈するようになった。また、第 24 号（2005）に ISSN 登録をした。 

以上の点は外形的な変化に属するものといえるが、内容面に関わって全体を通観するとき、共同

研究を進める体制、その時代・時期のスポーツ状況の反映、時代を先取りしつつスポーツ研究をリ

ードしてきたこと、等、いくつかの特徴を見て取ることができよう。  

まず、第 1 号（1982）から第 6 号（1987）の時期までは、3 グループ、ないしは 2 グループに分

かれ、文字通りの共同研究体制でそれぞれのテーマに取り組んでいた。そのことも関係してか、掲

載されている文章には、研究発表の概要のみならず、研究会や合宿での討論まで含まれている。ま

た、『研究年報』の執筆は、発表者以外（おそらく当該発表の「司会」役）のスタッフが担当する

形を取っている。こうした形に変化が現れたのが、第 7 号（1988）である。3 グループ体制はこの

時まで継続されているが、個々人のテーマ発表、そして、まとめ（執筆）も当人が行うというスタ

イル採るようになった（ただし、目次には執筆者名は記載されず、本文末にカッコ書きで記名され

るというものであった）。そして、第 8 号（1989）になると、グループ体制ではなく個々のスタッ

フの研究発表、まとめ（執筆）も当人、そして、執筆者が明記されるという形になった。この形が

現在まで踏襲されている。  

特集テーマを一瞥すると、初期の『研究年報』は、1970 年代の体育・スポーツ研究の集大成とい

える『スポーツを考えるシリーズ』全 5 巻（大修館書店）の中で大きな役割を果たした本研究室の

スタッフが、その成果をふまえつつ、継承発展を目指していたということができよう。「国民スポ

ーツ」が継続的なテーマとして位置づけられていることは、そのことを示していると思われる。同

時に、1980 年代のスポーツ状況に対する共同研究のスタンスを表現するものといえよう。  

共同研究の新たな展開については、「ポスト臨教審」（第 7 号、1988）、「大企業のスポーツ参入」

（第 9 号、1990）、「スポーツの市場化」（第 11 号、1992）、など、その時期のスポーツ状況の特質

を示すキーワードを特集テーマに取り上げていることに現れている。特筆されることは、現代のス

ポーツをとらえていく上での視角として「グローバリゼーション」に早い時期から注目しているこ

とであろう。第 16 号（1997）以降、継続的に特集テーマとして取り上げてきているが、あわせて、

このテーマによる文部科学省の科学研究費を獲得し、研究成果の公刊へとつながっている。  

「スポーツ社会学」の語句は、第 12 号（1993）と第 15 号（1996）に登場しているが、学内の

組織転換にともなう学部・講座再編の議論が進む中で、「スポーツ社会学講座」新設の可能性が見

えたこと、そして、新設が実現した（1996 年）ことの反映である。  

 現在も続いている「ゲスト研究会」についてもふれておこう。スポーツ分野以外の研究成果に学

びつつ、自らの研究への示唆を得るという目的で継続的に実施されてきているが、これまでの顔ぶ



 86 

れを概観すると、第一に、学内の多くの研究者に登場していただいていることがある。その研究領

域の多彩さによってわれわれの研究に多くの刺激を与えられたと同時に、協力いただける関係を幅

広く築くことの重要性を感じるところである。第二に、川本信正、清川正二、高原須美子という、

一橋大学の大先輩であると同時に、日本のスポーツの歴史を語る上で、大きな足跡を残された方々

をお招きし、お話を伺った貴重な記録が残されていることはひとつの誇りである。第三に、海外の

研究者による講演記録も、国・地域、内容等、多岐にわたり掲載されている。これは、各スタッフ

の外国研究が進む中での人的なネットワークの拡がりを反映している。第四に、学外の第一線の研

究者をお招きした研究会の記録も数多く蓄積されている。  

（尾崎 正峰） 
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